







が、 「かげろふの日記」 「ほととぎす」 「姥捨」 「曠野」など、王朝文学をもとにした作品も少なくない。堀は数ある 文学の中でなぜ『蜻蛉日記』を作品の素材として最初に選んだのだろうか。また、 王朝 文学をど ように小説化したのだろうか。　
本研究では、まず『蜻蛉日記』が素材として最初に選ばれた










と推測する（１） 。それは、 「 『蜻蛉日記』未だ送らなかつたら送るに及ばず。丸岡君の方から来たから」という立原道造に宛てた書簡（昭和九年八月二十三日付け）が根拠となっている。　
昭和十一年「問に答へて」 （ 『文藝懇話会 五月号）の中で、











十一年十二月から発表が始まった『風立ちぬ』は、前年に亡くなった婚約者との愛とその死を描き、 「序曲」 「春」 「風立ちぬ」「冬」 「死のかげの谷」の五章から成っている。 「序曲」 「風立ちぬ」 （ともに『改造』昭和十一年十二月号） 、次いで 冬 （ 『文藝春秋』昭和 二 一月号）と「婚約」 （のち 春」に改名 『新女苑』同年四月号）が相次いで発表され、同年六月にはそれらをまとめた単行本『風立ちぬ』 （新潮社《新選純文学叢書》 ）が刊行される。しかし、この単行本『風立ちぬ』には、終章「死のかげの谷」は含まれていない。堀は終章の執筆に苦しんでいた。そこから脱出するために王朝文学受容が必要だったのではないだろうか。　
その根拠を、当時の堀の創作状況を記した『風立ちぬ』あと
がき（ 『堀辰雄作品集第三』角川書店 昭和二十一年十一月）に見ることができる。




　「不毛な一年」とは婚約者を失った昭和十年であり、この年、堀は小説を書けなかった。年譜によると、翌一九三六年（昭和十一年）の夏、 堀は信濃追分に滞在し、 「物語の女」 （ 『文藝春秋』









　「翌年の春」つまり昭和十二年、空虚な気もちに襲われ、創作活動にも行き詰っていた堀は、王朝文学に親しむとともに舞台となった京都にも初めて赴き、 「日本の古い美しさ」に救いを求めようとした。そこから創作エネルギーを吸収す ことで、 「いひしれぬ空虚な気もち」 から脱出しようとしたのである。　また、 小谷恒を介して折口信夫に会ったのもこのころである。



































































れることは出来ても自ら愛することを知 ない男に執拗なほど愛を求めつづけ、そ 求むべからざるを身にしみて知るに及んではせめて自分がそのために れほど苦しめられたといふ事だけでも男に分からせやうとし、それにも遂に絶望して、自らの苦しみそのものの中に一種 慰藉を求めるに至る不幸な女の日記で 。 （ 「七つの手紙〈二〉 」 ）
　
堀は、王朝時代の日記や家集の中に、 「換骨奪胎」して「私
の好みの物語になつて呉れるやうなもの」を探し、 「女として苦しい思ひのありつたけをした」 「不幸な女の日記」である『蜻蛉日記』にたどり着いたのである。そして、 『蜻蛉 』の
の苦悩する姿に、 「エロイーズ」の純粋に愛する姿や、愛の苦悩を訴える「ぽるとがる文」の作者の激しい気性に通じるものがあることを感じ取っている。数ある王朝文学の中で、愛に生きる純粋さ 〈エロイィズ的愛〉 と、 愛の苦悩を訴える激しさ 〈 「ぽるとがる文」 作者的愛〉を併せ持つ女性が『蜻蛉日記』の女主人公藤原道綱母だったと考えられ 。これが『蜻蛉日記』を素材に選んだ一つ目 理由である。　
二つ目の理由は、 『蜻蛉日記』下巻にある右馬頭遠度の養女
への求婚譚 、 「物語の女」の母と娘と森於兎彦のモチーフに通じるものを感じとったからではないかと考える。前述したように、 「風立ちぬ」や かげろふ 日記」を執筆していた時期、堀は「物語の女」の続編の創作を模索してい 。 『蜻蛉日記』の女主人公の複雑な心理を読み解くことによ て、堀は「物語の女」続編への助走としたかったのではない ろう 。このことについては「ほととぎす」論 新たに起 して考察したい　
三つめの理由は、 「姥捨記」 （ 『文学界』昭和十六年八月号）
の次の文から推測できる。









　「かげろふの日記」は、 （その一）から（その八）まで計八章からなる中編小説で、 『蜻蛉日記』上巻と中巻の内容を素材としている。本章では『蜻蛉日記』上巻の内容 「かげろふ 日記」を比較す 。　『蜻蛉日記』は、 天暦八年（九五四年）から天延二年 九七四年） までの二十一年間に及ぶ道綱母と藤原兼家との結婚生活や、身辺の出来事を描 ている。兼家からの求婚、結婚、道綱出産、多情な夫への不信や不満、そして破婚を迎えるまでの女主人公の苦悩を克明に記した王朝女流日記文学の最初の作品 ある。平安時代の女性が自分の人生と向き合い、自我を封印せず、逆に、それを世間に問おうと た強い意志が感じられる。　上巻は、天暦八年から安和元年（九六八年）までの十五年間
の日記であり、 「かくありし時過ぎ 、世の中 いとものはかなく、とにもかくにもつかで、世に経る人ありけり」という序文に始まり、 「なほものは なきを思へば、あ かなきかのここちするかげろふの日記というべし」 という結文で閉じられる。



























削除された部分と、そ まま生 された部分、堀による創作部分の三つの部分から、 「かげろふの日記」における堀の「換骨奪胎」について考察し みたい。　
まず、 『蜻蛉日記』にある多くの和歌は削除された。 「かげろ
ふの日記」 が小説であることを考えればやむを得ない。しかし、「わが頼もしき人」と道綱母が上巻で述べている父親倫寧が、陸奥守として東北へ出立するエピソードと、父が兼家に宛てた「君をのみたのむ旅なる心には行末とほく思ほゆるかな」という和歌は採用された。これを読んだ兼家が道綱母を力づけようとしたことも『蜻蛉日記』の内容に準じて表現している 最も頼りにしていた父との別れは、結婚からまだ日 浅く、夫に頼りきれない状態にある道綱母を不安にさせる出来事だった。　
また、 「町の小路の女」の出現によって夫の夜離れが進み、
苦悩を募らせる道綱母が詠んだ「歎きつつひとりぬ 夜の明くるまはいかにひさしきものとかは知る」という和歌も小説に挿入されている。百人一首にも採用されたこの一首は、不幸な生活とそれに起因する不満や苦悩を印象づけ 効果があり、王朝文学の雰囲気を漂わせてい 。　
母の死に嘆き悲しむ道綱母の姿は、 「かげろふの日記」では

























感じられる。なぜなら、 『蜻蛉日記』の作者道綱母は人生を諦観するに至るが、不幸な結婚に対する苦悩からは逃れられないのに対し、 「かげろふの日記」の女主人公は、 「自分を苦しめた男をいまは反つて見下 してゐられるやうな、高揚した心の状態」 （
10）をもつ女性へと成長していくからである。
　「あるかなきか」の心細い心境で生きてきた女主人公は、堀によって、苦しみさえも命の糧として受け入れていく生き方を獲得していく。西欧文学にある「恋する女の永遠 姿」を王朝日記文学に認めた堀は、苦悩と孤独の底からしたたか 這い上がっていく女の物語として、 『蜻蛉日記』を「換骨奪胎」し、 「げろふの日記」を創作した ではないだろうか。　『蜻蛉日記』中巻には、上巻に続く、安和二年（九六九年）元旦から天禄二年（九七一年）の年末 で 道綱母三十四歳から三十六歳までの三年間の生活や身辺雑記が記されている。　ここで、小学館『新編日本古典文学全集
13』の段落構成と小



































関係が進行し、夜離れの続く夫を待つ身の辛さを耐えしのび、病によっていっそう心細さを増す女主人公 姿が描かれる。上巻と異なるのは、道綱母が唐崎祓い、石山詣で、鳴滝般若寺への山籠もり、初瀬詣でなど、慰藉 求めてたびたび参詣に出かけることである。その道中で出会う人々や自然の情景に心を動かされて、一時、執着から解放される。この参詣に伴う情景描写が中巻では多くな 一方、上巻に比べて和歌の数は少なくなる。自然描写が増えていき、散文が多くな のが中巻の特徴と言える。　
では、堀の「かげろふの日記」は『蜻蛉日記』中巻をどのよ
うに反映させているのだろうか。まず、中巻から削除された部分について見てみたい。　『蜻蛉日記』 にある章で削除されたのは、 見出し 〈一〉 〈二〉 〈三〉


































に連れ戻される。豪放磊落な兼家 冗談など言いながら道綱母を連れて帰って来 が、方角 ふさがって ることを知 と、「方あきなばこそまゐり来べかなれ」などと言って帰ってしまう。堀はこの場面の道綱母の心情を（その六）で次 ように表現した。





研究の立場から、村橋が「下山後の女主人公 心には大きな変化」が生じ、 「その変化を彼女は自覚している。 」 （
12）と述べ












苦しい思ひも、みん あの方が私にお與へ下さるものとおもへば反つていとしくて、或時などは自分から好んでそれを求めたほどでございました。 （略）そんな苦しみが無ければないで、 一層はかなく、殆どわが身があるかないかになつてしまひはせぬかと思はれる程な でございますから。
　
彼女は、 「苦しみ」がある とによって、 「わが身が かな
いか」 の状態から救出されていると自覚しているのである。 『蜻蛉日記』の道綱母が、山から下りても嘆き悲 む状態から脱しきれな のに対し、 「かげろふの日記」の女主人公は、明らかに前向きな人生へ向かおうとしている。















そばにあった香や数珠を投げ散らかして苛立ち 露わにする場面がある。 「身じろぎもせずに、どんな事をなされやうともぢつとこらへながらあの方 なさるがままにさせて」いたとある
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ように、 「かげろふの日記」の女主人公は、狼狽することなく夫の狼藉を傍観している。そんな彼 の目に 「乱暴な事をなさりながら 反つてあの方が私にお苦しめられてゐる」ように映る。そして、兼家がそれには「一向お気づきなされやうともせずに入らつしやる」のが「私には分かつて来た」と 夫を冷静に分析する。そ て 私のためにお苦しめになつたなんぞと云ふ事をあの方にはお分かりにならせぬのが、せめてもの私の思ひやりでもあ 」と無理解な夫をそのまま受け入れ、情けまでかけている。以前の女主人公なら、夫に苦しめられ いることを夫に分からせようとしたり 自分 死んだら夫は思い出してくれるだろう と気弱に考え していた ちがいない。　
結婚生活に不満や不安を抱き、苦しんだ末に「かげろふの日
記」の女主人公がたどり着いたのは、苦しみから逃れようとするのではなく、苦しみをあるがまま 受け止め、それ 「命の糧」 として生きる生き方で ったと考えられ 堀 諦観に至った女主人公を諦観に留めず、相手より優位 立たせ、すべ受け入れる積極的な生き方を彼女に獲得させたので　「七つの手紙
　
或女友達に」の中で、堀は「自分を苦しめた
男をいまは反つて見下ろしてゐられるやうな、高揚した心の状態を、私がその苦しい女主人公のた に最後に見つけてやつ事は、この作品を私のものとして世に問ふ唯一の口実 もなりませう」 （
13）と述べている。 「エロイーズ」的純粋さと、 「ぽ
るとがる文」的な激しさの両面を『蜻蛉日記』の女に見出し堀は、 「かげろふ 日記」で、苦しみも悲しみもあ ままに
受け止め、それを命の糧として苦悩から立ち上がって生きていく女の物語に作り変えたのである。おわりに　
王朝時代の女性たちが主体的に生きるようとすることはひ






















神学者のアベラールと、その愛人で修道女のエロイーズとの間に交わされた 簡集。リルケの愛読書だったと言われる。エロイーズには愛 純粋化を願う「殊勝なイーズ」 イメージがある。
（５）十七世紀、ポルトガルの修道女マリア ナ・アルコフォ
ラードが、自分を捨ててフランスに帰国したシャシリィ侯爵にあてた書簡集 現在ではフ ンス ギュラーグ伯による創作と考えら ている。リルケ よる独訳 知られる。作者マリアンナには、自分を捨てた不実な男に愛の苦悩を訴える激しい気持ちの持ち主というイメージがある。
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（
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